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(57)【要約】
【課題】家庭電気製品を収納した状態で使用できるよう
にした家庭電気製品収納庫において、過電流が流れ家庭
電気製品への給電が停止した場合、自動的に家庭電気製
品への給電停止を解除し、家庭電気製品の機能を維持す
る。
【解決手段】家庭電気製品収納部に家庭電気製品へ給電
する第１の給電手段３と第２の給電手段４を設け、第１
の給電手段３と第２の給電手段４のそれぞれに流れる電
流を第１の電流検知手段８と第２の電流検知手段９によ
り検知し、検知した電流に応じて第１の電源制御手段１
０と第２の電源制御手段１１により第１の給電手段３と
第２の給電手段４を入り切りする。第１の給電手段３と
第２の給電手段４に流れる電流が所定の値を超過した場
合、第１の給電手段３と第２の給電手段４の内少なくと
も１つの給電手段への給電を停止し、計時手段１２によ
り計時された所定の時間経過後、給電停止を自動的に解
除する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
キャビネットと、このキャビネット内に設け家庭電気製品を収納する家庭電気製品収納部
と、この家庭電気製品収納部に設け家庭電気製品へ給電する複数の給電手段と、前記キャ
ビネットを制御する制御手段と、前記複数の給電手段のそれぞれに流れる電流を検知する
電流検知手段と、検知した電流に応じて前記給電手段を入り切りする電源制御手段とを備
え、前記制御手段は、経過時間を計時する計時手段を有し、前記給電手段に流れる電流が
所定の値を超過した場合、前記複数の給電手段の内少なくとも１つの給電手段への給電を
停止し、前記計時手段により計時された所定の時間経過後、給電停止を自動的に解除する
よう構成した家庭電気製品収納庫。
【請求項２】
給電手段に流れる電流が所定の値を超過し、前記複数の給電手段の内少なくとも１つの給
電手段への給電を停止した後に給電停止を自動的に解除するとき、電流検知手段の入力が
０もしくは所定の電流値以下の場合に給電停止の自動解除を行うようにした請求項１記載
の家庭電気製品収納庫。
【請求項３】
給電停止の自動解除は一度もしくは所定の回数有効とした請求項１または２記載の家庭電
気製品収納庫。
【請求項４】
表示動作する表示手段を備え、前記表示手段は、給電停止の自動解除が動作したことを表
示するようにした請求項１～３のいずれか１項に記載の家庭電気製品収納庫。
【請求項５】
報知動作する報知手段を備え、前記報知手段は、給電停止の自動解除が動作したことを報
知するようにした請求項１～４のいずれか１項に記載の家庭電気製品収納庫。
【請求項６】
給電手段の給電停止から給電停止の自動解除に要する所定の時間を選択する選択手段を備
え、使用者が給電停止の自動解除に要する時間を選択できるようにした請求項１～５のい
ずれか１項に記載の家庭電気製品収納庫。
【請求項７】
給電手段の給電停止から給電停止の自動解除に要する所定の時間を設定する設定手段を備
え、使用者が給電停止の自動解除に要する時間を任意に設定できるようにした請求項１～
５のいずれか１項に記載の家庭電気製品収納庫。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、家庭電気製品を収納した状態で使用できるようにした家庭電気製品収納庫に
関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この種の家庭電気製品収納庫は、キャビネット内に、収納する家庭電気製品に電
力を供給するコンセントを備え、所定の電流値を越えると２個のコンセントの片側を切断
する構成になっていた（例えば、特許文献１参照）。
【特許文献１】特公平１１－２５３２５１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　このような従来の構成では、意図した接続と異なる接続を行った場合、切断したコンセ
ントに接続した家庭電気製品が動作途中でその機能を停止する、例えばジャーポットでは
湯沸しが停止するという問題を有していた。
【０００４】
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　本発明は上記従来の課題を解決するもので、過電流が流れ家庭電気製品への給電が停止
した場合、自動的に家庭電気製品への給電停止を解除し、家庭電気製品の機能を維持する
ことを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は上記目的を達成するために、キャビネット内に家庭電気製品を収納する家庭電
気製品収納部を設け、この家庭電気製品収納部に家庭電気製品へ給電する複数の給電手段
を設け、キャビネットを制御手段により制御し、複数の給電手段のそれぞれに流れる電流
を電流検知手段により検知し、検知した電流に応じて電源制御手段により給電手段を入り
切りするよう構成し、制御手段は、経過時間を計時する計時手段を有し、給電手段に流れ
る電流が所定の値を超過した場合、複数の給電手段の内少なくとも１つの給電手段への給
電を停止し、計時手段により計時された所定の時間経過後、給電停止を自動的に解除する
よう構成したものである。
【０００６】
　これにより、過電流が流れ少なくとも１つの家庭電気製品への給電が停止した場合、自
動的に家庭電気製品への給電停止を解除することができ、家庭電気製品の機能を維持する
ことができ、家庭電気製品収納部内に収納される家庭電気製品の機能を損なうことなく過
電流を保護することができる。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明の家庭電気製品収納庫は、家庭電気製品収納部内に収納した家庭電気製品に使用
される電力が所定の値を超過した場合、少なくとも１つの家庭電気製品への給電を一旦停
止し、所定の時間経過後に給電を再開することで、給電を停止された家庭電気製品の機能
を自動的に復帰することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　第１の発明は、キャビネットと、このキャビネット内に設け家庭電気製品を収納する家
庭電気製品収納部と、この家庭電気製品収納部に設け家庭電気製品へ給電する複数の給電
手段と、前記キャビネットを制御する制御手段と、前記複数の給電手段のそれぞれに流れ
る電流を検知する電流検知手段と、検知した電流に応じて前記給電手段を入り切りする電
源制御手段とを備え、前記制御手段は、経過時間を計時する計時手段を有し、前記給電手
段に流れる電流が所定の値を超過した場合、前記複数の給電手段の内少なくとも１つの給
電手段への給電を停止し、前記計時手段により計時された所定の時間経過後、給電停止を
自動的に解除するよう構成したものであり、給電手段に流れる電流が所定の値を超過した
場合、少なくとも１つの給電手段への給電を停止することで、安全性を確保できるととも
に、家庭電気製品への給電が停止した場合、自動的に家庭電気製品への給電停止を解除す
ることができて、家庭電気製品の機能を維持することができ、家庭電気製品収納部内に収
納される家庭電気製品の機能を損なうことなく過電流を保護することができる。
【０００９】
　第２の発明は、上記第１の発明において、給電手段に流れる電流が所定の値を超過し、
前記複数の給電手段の内少なくとも１つの給電手段への給電を停止した後に給電停止を自
動的に解除するとき、電流検知手段の入力が０もしくは所定の電流値以下の場合に給電停
止の自動解除を行うようにしたものであり、家庭電気製品収納部内に収納される家庭電気
製品の機能を損なうことなく過電流を保護することができ、給電停止解除時、すぐに再度
給電停止に到るのを防止することができる。
【００１０】
　第３の発明は、上記第１または第２の発明において、給電停止の自動解除は一度もしく
は所定の回数有効としたものであり、度重なる過電流に対して家庭電気製品収納庫を保護
することができる。
【００１１】
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　第４の発明は、上記第１～３のいずれか１つの発明において、表示動作する表示手段を
備え、前記表示手段は、給電停止の自動解除が動作したことを表示するようにしたもので
あり、使用者に現在家庭電気製品収納部に収納されて使用されている家庭電気製品の組み
合わせで過電流になることを知らせることができる。
【００１２】
　第５の発明は、上記第１～４のいずれか１つの発明において、報知動作する報知手段を
備え、前記報知手段は、給電停止の自動解除が動作したことを報知するようにしたもので
あり、使用者に現在家庭電気製品収納部に収納されて使用されている家庭電気製品の組み
合わせで過電流になることを音声などで知らせることができる。
【００１３】
　第６の発明は、上記第１～５のいずれか１つの発明において、給電手段の給電停止から
給電停止の自動解除に要する所定の時間を選択する選択手段を備え、使用者が給電停止の
自動解除に要する時間を選択できるようにしたものであり、使用者が使用する家庭電気製
品に応じて時間を合わせることができるため、使い勝手を向上することができる。
【００１４】
　第７の発明は、上記第１～５のいずれか１つの発明において、給電手段の給電停止から
給電停止の自動解除に要する所定の時間を設定する設定手段を備え、使用者が給電停止の
自動解除に要する時間を任意に設定できるようにしたものであり、使用者が使用する家庭
電気製品に応じて時間を合わせることができるため、使い勝手を一層向上することができ
る。
【００１５】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照しながら説明する。なお、この実施の
形態によって本発明が限定されるものではない。
【００１６】
　（実施の形態１）
　図１は、本発明の実施の形態１における家庭電気製品収納庫のブロック図を示し、図２
は、同家庭電気製品収納庫の斜視図を示し、図３は、同家庭電気製品収納庫の制御手段の
正面図を示すものである。
【００１７】
　図２に示すように、キャビネット１は、前面が開口した家庭電気製品収納部２を有し、
この家庭電気製品収納部２に家庭電気製品（図示せず）を載置して収納するように構成し
ている。第１の給電手段（給電手段）３および第２の給電手段（給電手段）４はコンセン
トにより構成し、家庭電気製品を接続して給電するもので、家庭電気製品収納部２に設け
ている。キャビネット１にはキャビネットを制御する制御手段１５を設けている。表示手
段５はキャビネット１の状態を表示するものであり、報知手段６はキャビネット１の状態
を報知するものである。
【００１８】
　第１の給電手段３は、図１に示すように、第１の電流検知手段（電流検知手段）８と第
１の電源制御手段（電源制御手段）１０を介して商用電源を供給する分電盤７に接続し、
第２の給電手段４は、第２の電流検知手段（電流検知手段）９と第２の電源制御手段（電
源制御手段）１１を介して分電盤７に接続している。
【００１９】
　制御手段１５は、経過時間を計時する計時手段１２を有し、第１の給電手段３および第
２の給電手段４に流れる電流が所定の値を超過した場合、第１の給電手段３と第２の給電
手段４の内少なくとも１つの給電手段への給電を停止し、計時手段１２により計時された
所定の時間経過後、給電停止を自動的に解除するよう構成している。
【００２０】
　上記構成において動作、作用を説明する。第１の給電手段３と第２の給電手段４の合計
電流は１５Ａまでである場合、１０Ａの炊飯器の炊飯と１０Ａのジャーポットの湯沸しが
同時に行われると、第１の給電手段３と第２の給電手段４の合計電流の定格を超えること
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となる。そこで、制御手段１５は、第１の電流検知手段８と第２の電流検知手段９により
検知した電流に基づいて第１の電源制御手段１０または第２の電源制御手段１１を制御し
、片側の通電を停止することで、第１の給電手段３と第２の給電手段４の合計電流の定格
を超えないよう制御する。
【００２１】
　しかしながら、個々の家庭電気製品が機能を途中で停止した場合、例えば、ジャーポッ
トの湯が沸かないといったように、その機能を満足しないことになる。そこで、第１の給
電手段３と第２の給電手段４の合計電流の定格を超えた場合、ジャーポットの給電を行っ
ている第２の給電手段４の給電を停止するが、計時手段１２により所定の時間を経過した
後、例えば、炊飯器の炊飯に要する時間４５分経過後に自動的に第２の給電手段４の給電
を開始することにより、第１の給電手段３と第２の給電手段４の合計電流の定格を超えず
に個々の家庭電気製品の機能を満足することができる。
【００２２】
　ここで、自動的に第２の給電手段４の給電を開始するときに、第１の給電手段３に流れ
る電流が０Ａまたは例えば３Ａ以下である場合に、第２の給電手段４の給電を開始するこ
とができるように制御手段１５が制御すると、キャビネット内に収納される家庭電気製品
の機能を損なうことなく家庭電気製品収納庫の過電流を保護し、給電停止解除時すぐに再
度給電停止に到るのを防止することができる。
【００２３】
　また、一度または所定の回数を自動的に給電停止を解除するが、その後は給電停止を維
持することにより、度重なる過電流に対して家庭電気製品収納庫を保護することができる
。
【００２４】
　また、図３に示すように、ＬＣＤなどの表示手段５にコンセントの合計電流の定格を超
えたことを表示し、また、音声などの報知手段６でコンセントの合計電流の定格を超えた
ことを報知することで、使用者はコンセントの合計電流の定格を超えたことを認識でき、
これにより、湯沸しに通常以上の時間を要したことについての理由を認識することができ
るため、不安、疑問を抱くことがない。また、表示手段５に給電停止の自動解除が動作し
たことを表示し、報知手段６により給電停止の自動解除が動作したことを報知することで
、使用者に現在家庭電気製品収納部２に収納されて使用されている家庭電気製品の組み合
わせで過電流になることを知らせることができる。
【００２５】
　以上のように、本実施の形態においては、制御手段１５は、第１の給電手段３と第２の
給電手段４に流れる電流が所定の値を超過した場合、例えば、第２の給電手段４への給電
を停止し、計時手段１２により計時された所定の時間経過後、給電停止を自動的に解除す
るよう構成したので、第１の給電手段３と第２の給電手段４に流れる電流が所定の値を超
過した場合、第２の給電手段４への給電を停止することで、安全性を確保できるとともに
、家庭電気製品への給電が停止した場合、自動的に家庭電気製品への給電停止を解除する
ことができて、家庭電気製品の機能を維持することができ、家庭電気製品収納部２内に収
納される家庭電気製品の機能を損なうことなく過電流を保護することができる。
【００２６】
　また、第１の給電手段３と第２の給電手段４に流れる電流が所定の値を超過し、第２の
給電手段４への給電を停止した後に給電停止を自動的に解除するとき、電流検知手段の入
力が０もしくは所定の電流値以下の場合に給電停止の自動解除を行うようにしたので、家
庭電気製品収納部２内に収納される家庭電気製品の機能を損なうことなく過電流を保護す
ることができ、給電停止解除時、すぐに再度給電停止に到るのを防止することができる。
【００２７】
　また、給電停止の自動解除は一度もしくは所定の回数有効としたので、度重なる過電流
に対して家庭電気製品収納庫を保護することができる。
【００２８】
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　また、表示手段５は、給電停止の自動解除が動作したことを表示するようにしたので、
使用者に現在家庭電気製品収納部２に収納されて使用されている家庭電気製品の組み合わ
せで過電流になることを知らせることができる。
【００２９】
　また、報知手段６は、給電停止の自動解除が動作したことを報知するようにしたので、
使用者に現在家庭電気製品収納部２に収納されて使用されている家庭電気製品の組み合わ
せで過電流になることを音声などで知らせることができる。
【００３０】
　（実施の形態２）
　図４は、本発明の実施の形態２における家庭電気製品収納庫のブロック図を示し、図５
は、同家庭電気製品収納庫の制御手段の正面図を示すものである。
【００３１】
　図４に示すように、選択手段１６は、第１の給電手段３と第２の給電手段４の内少なく
とも１つの給電停止から給電停止の自動解除に要する所定の時間を選択するものであり、
この選択手段１６により使用者が給電停止の自動解除に要する時間を選択できるようにし
ている。他の構成は上記実施の形態１と同じであり、同一符号を付して説明を省略する。
【００３２】
　上記構成において動作、作用を説明する。使用者が選択手段１６を押下すると、図５に
示すように、表示手段５に表示される復帰時間を表す三角印が移動する。使用者は表示手
段５を確認しながら希望の復帰時間になるよう選択手段１６を押下する。これにより使用
者は、第１の給電手段３と第２の給電手段４の定格超過時の自動復帰時間を使用する家庭
電器製品に応じて選択することができる。ここで、表示手段５と合わせて報知手段６によ
り音声で選択手段による復帰時間を報知すると、なおよい。
【００３３】
　ここで、第１の給電手段３と第２の給電手段４の合計電流は１５Ａまでである場合、１
０Ａの炊飯器の炊飯と１０Ａのジャーポットの湯沸しが同時に行われると、第１の給電手
段３と第２の給電手段４の合計電流の定格を超えることとなる。そこで、制御手段１５は
第１の電源制御手段１０もしくは第２の電源制御手段１１を制御し、片側の通電を停止す
ることで、第１の給電手段３と第２の給電手段４の合計電流の定格を超えないよう制御す
る。
【００３４】
　しかしながら、個々の家庭電気製品が機能を途中で停止した場合、例えば、ジャーポッ
トの湯が沸かないといったように、その機能を満足しないことになる。そこで、第１の給
電手段３と第２の給電手段４の合計電流の定格を超えた場合、ジャーポットの給電を行っ
ている第２の給電手段４の給電を停止するが、使用者の選択した復帰時間６０分経過後に
自動的に第２の給電手段４の給電を開始することにより、第１の給電手段３と第２の給電
手段４の合計電流の定格を超えずに個々の家庭電気製品の機能を満足することができ、使
用者の所有する家庭電気製品に応じた復帰時間を選択するため使い勝手を向上することが
できる。
【００３５】
　以上のように、本実施の形態においては、給電手段の給電停止から給電停止の自動解除
に要する所定の時間を選択する選択手段１６を備え、使用者が給電停止の自動解除に要す
る時間を選択できるようにしたので、使用者が使用する家庭電気製品に応じて時間を合わ
せることができるため、使い勝手を向上することができる。
【００３６】
　（実施の形態３）
　図６は、本発明の実施の形態３における家庭電気製品収納庫のブロック図を示し、図７
は、同家庭電気製品収納庫の制御手段の正面図を示すものである。
【００３７】
　図６に示すように、設定手段１７は、第１の給電手段３と第２の給電手段４の内少なく
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とも１つの給電停止から給電停止の自動解除に要する所定の時間を設定するものであり、
この設定手段１７により使用者が給電停止の自動解除に要する時間を任意に設定できるよ
うにしている。他の構成は上記実施の形態１と同じであり、同一符号を付して説明を省略
する。
【００３８】
　上記構成において動作、作用を説明する。使用者が設定手段１７を押下すると、図７に
示すように、表示手段５に表示される復帰時間を表す時間が変化する。使用者は表示手段
５を確認しながら希望の復帰時間になるよう設定手段１７を押下する。これにより使用者
は、コンセント定格超過時の自動復帰時間を使用する家庭電器製品に応じて設定すること
ができる。ここで、表示手段５と合わせて報知手段６により音声で選択手段による復帰時
間を報知すると、なおよい。
【００３９】
　ここで、第１の給電手段３と第２の給電手段４の合計電流は１５Ａまでである場合、１
０Ａの炊飯器の炊飯と１０Ａのジャーポットの湯沸しが同時に行われると、第１の給電手
段３と第２の給電手段４の合計電流の定格を超えることとなる。そこで、制御手段１５は
第１の電源制御手段１０もしくは第２の電源制御手段１１を制御し、片側の通電を停止す
ることで、第１の給電手段３と第２の給電手段４の合計電流の定格を超えないよう制御す
る。
【００４０】
　しかしながら、個々の家庭電気製品が機能を途中で停止した場合、例えば、ジャーポッ
トの湯が沸かないといったように、その機能を満足しないことになる。そこで、第１の給
電手段３と第２の給電手段４の合計電流の定格を超えた場合、ジャーポットの給電を行っ
ている第２の給電手段４の給電を停止するが、使用者が設定した復帰時間４８分経過後に
自動的に第２の給電手段４の給電を開始することにより、第１の給電手段３と第２の給電
手段４の合計電流の定格を超えずに個々の家庭電気製品の機能を満足することができ、使
用者の所有する家庭電気製品に応じた復帰時間を自由に設定できるため、より使い勝手を
向上することができる。
【００４１】
　以上のように、本実施の形態においては、給電手段の給電停止から給電停止の自動解除
に要する所定の時間を設定する設定手段１７を備え、使用者が給電停止の自動解除に要す
る時間を任意に設定できるようにしたので、使用者が使用する家庭電気製品に応じて時間
を合わせることができるため、使い勝手を一層向上することができる。
【産業上の利用可能性】
【００４２】
　以上のように本発明にかかる家庭電気製品収納庫は、家庭電気製品収納部内に収納した
家庭電気製品に使用される電力が所定の値を超過した場合、少なくとも１つの家庭電気製
品への給電を一旦停止し、所定の時間経過後に給電を再開することで、給電を停止された
家庭電気製品の機能を自動的に復帰することができるので、家庭電気製品を収納した状態
で使用できるようにした家庭電気製品収納庫として有用である。
【図面の簡単な説明】
【００４３】
【図１】本発明の実施の形態１における家庭電気製品収納庫のブロック図
【図２】同家庭電気製品収納庫の斜視図
【図３】同家庭電気製品収納庫の制御手段の正面図
【図４】本発明の実施の形態２における家庭電気製品収納庫のブロック図
【図５】同家庭電気製品収納庫の制御手段の正面図
【図６】本発明の実施の形態３における家庭電気製品収納庫のブロック図
【図７】同家庭電気製品収納庫の制御手段の正面図
【符号の説明】
【００４４】
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　１　キャビネット
　２　家庭電気製品収納部
　３　第１の給電手段（給電手段）
　４　第２の給電手段（給電手段）
　８　第１の電流検知手段（電流検知手段）
　９　第２の電流検知手段（電流検知手段）
　１０　第１の電源制御手段（電源制御手段）
　１１　第２の電源制御手段（電源制御手段）
　１２　計時手段
　１５　制御手段

【図１】 【図２】

【図３】
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